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•サイトのステータスをマルチサイト GUIで表示する（1ページ）
•マルチサイト GUIでスキーマの健全性を表示する（1ページ）
•個々のサイトの障害を表示する（2ページ）
•トラブルシューティングレポートの生成とログのダウンロード（3ページ）
•管理の変更と変更の範囲（4ページ）

サイトのステータスをマルチサイト GUIで表示する
マルチサイト GUIダッシュボードを使用すれば、サイトのステータスと集約された障害数、
サイトごとの障害タイプを表示できます。

SITE STATUSパネルでは、ダッシュボードに次のフィールドが表示されます:

• SITE NAME (サイト名)

• CRITICAL Alarms (緊急アラーム)

• MAJOR Alarms (メジャーアラーム)

• MINOR Alarms (マイナーアラーム)

• WARNING Alarms (警告アラーム)

マルチサイト GUIでスキーマの健全性を表示する
マルチサイト GUIダッシュボードのスキーマ健全性機能を使用すれば、さまざまなサイトに
関連付けられている個々のスキーマの健全性を表示できます。Schema Detailsウィンドウで
は、各サイトに関連付けられているポリシータイプを表示できます。

GUIの SCHEMA HEALTHチャートでは、以下のタスクを実行できます:

•マルチサイトファブリック全体とすべての APICの健全性スコアを集約して表示する
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• SchemaDetailsウィンドウで、集計されたエラー数と、スキーマごとのエラータイプを表
示する

•サイト間スキーマの健全性を表示する

•複数のサイトノードとそのコンポーネントの健全性を表示する

•接続された APICおよび ACIクラスタの健全性を表示する

GUIでは、以下のいくつかのフォーマットで、スキーマの健全性を表示できます:

•個々のセルにマウスを合わせます。SCHEMAHEALTHチャートの各セルは、スキーマの
健全性を示しています。セルが緑色で表示されている場合、マウスをそのセルに合わせる

と、スキーマのアプリケーション健全性が表示されます。

•セルをクリックします。テーブルの個々のセルをクリックすると、テンプレートに関する
スキーマの詳細と、各ポリシータイプ (ANP、EPG、契約、VRF、BDなど)に関連付けら
れたエラーが表示されます。

エラーと警告は各ポリシーの右側の列に表示されます。この機能は、詳細を収集し、健全

性を低下させている問題についてより多くの情報を得るために使用されます。

•健全性スコアスライダーの表示。ページの上部にある健全性スコアスライダーを使えば、
健全性スコアの最小または最大に基づいてスキーマのフィルタリングを行えます。スライ

ダーによって範囲を調整すれば、健全性スコアの範囲に一致するスキーマを表示できま

す。たとえば、健全性スコアを調整して、0～ 30の範囲内の健全性スコアに一致するス
キーマを表示することができます。

•検索機能を使用する。スキーマの健全性ビューの検索機能では、検索エリアに入力された
キーワードに基づいてスキーマまたはポリシーを見つけることができます。検索領域に

キーワードを入力すると、キーワードを含むスキーマだけが表示されます。結果は、ス

キーマ名、テンプレート名、またはそのスキーマ内で含まれているポリシーのいずれかの

一部として一致するキーワードに基づいています。

個々のサイトの障害を表示する
ここでは、マルチサイト GUIを使用して個々のサイトの障害を表示する方法について説明し
ます。

手順

ステップ 1 マルチサイト GUIにログインします。

ステップ 2 Main MenuでSitesをクリックします。

ステップ 3 Sites listページで CONFIGURE INFRAをクリックします。

ステップ 4 FabricConnectivity InfraページのMasterListで、適切なサイトをクリックします。たとえば、
site1をクリックします。
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サイトの詳細と、関連付けられているポッドとスパインが GUIに表示されます。

パネルの上部には、障害の総数と障害のタイプが表示されます。たとえば、タイプとしては、

Critical、Major、Minor、およびWarningがあります。それぞれの障害のタイプをクリックする
と、障害の詳細と、個々のコードおよびその説明が表示されます。

トラブルシューティングレポートの生成とログのダウン

ロード
マルチサイトによって管理されているすべてのスキーマ、サイト、テナント、およびユーザに

ついて、トラブルシューティングレポートとインフラストラクチャログを生成できます。

トラブルシューティングレポートを生成し、マルチサイトログをダウンロードするには、次

の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Welcome, Adminをマルチサイト GUIでクリックします。

トラブルシューティングレポートを生成するためのオプションが表示されます。

ステップ 2 ドロップダウンリストで Troubleshooting Reportをクリックします。

Troubleshooting Reportウィンドウが表示されます。

ステップ 3 サイト、テナント、スキーマ、ユーザ、およびインフラログのうち、どのログにするかを選択
します。

個別のログ情報を表示するオプションを選択します。

ステップ 4 Downloadをクリックします。

トラブルシューティングレポートを生成します。これはシステムに保存することができます。

このレポートには、次の情報が含まれています。

• JSONフォーマットでのすべてのスキーマ

• JSONフォーマットでのすべてのサイト定義

• JSONフォーマットでのすべてのテナント定義

• JSONフォーマットでのすべてのユーザ定義

• infra_logs.txtファイル内のコンテナのすべてのログ
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管理の変更と変更の範囲
スキーマの作成で使用するポリシーを含むマルチサイトのテンプレートには、実装により他の

サイトにプッシュすることになる範囲と詳細が含まれます。

スキーマの導入で効率的な結果が得られるようにするため、スキーマはサイトに段階的に追加

することを推奨します。つまり、望ましい処理とパフォーマンスを確実にするため、対象とす

るサイトに一度にひとつずつスキーマを追加するということです。
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